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第一回   1．ベートーヴェン、メヌエット
   2．シュトラウスⅡ、ピチカート・ポルカ
   3．クライスラー、美しきロスマリン
   4．サン＝サーンス、「動物の謝肉祭」より　白鳥
   5．スッペ、歌劇「軽騎兵」序曲
   6．スーザ、行進曲「ワシントン・ポスト」
   7．リード、「吹奏楽のための第五組曲」より　ホー・ダウン
第二回   8．ワーグナー、J.P.、行進曲「双頭の鷲の旗の下に」








































































































































































































































































ジョプリン、S. The Entertainer 14
ベートーヴェン、L.v. ピアノソナタ第23番ヘ短調Op.57　熱情 13















































































































































































































































ジョプリン、S. Easy Winner 10
チャイコフスキー、P.I. ピアノ協奏曲第1番変ロ短調Op.23 10
バッハ、J.S. イタリア協奏曲BWV971 10























































































































































ベートーヴェン、L.v. 君を愛す（Ich liebe dich） 4
（黄色いセルはピアノ曲、紫のセルは声楽曲）
　この《音大生のための100+10曲リスト》は即ち、授業では紹介しなかった曲で、純然
と履修者側から「この曲ならば知っているべき」と上がったもののうち上位を占めた曲で
ある。100より10曲増えてしまったのは採用5までにすると総局数が78と大きく100を下
回るためである。このリストにある声楽曲は10、ピアノ曲は56、それ以外が44であり、
紹介曲リストから精選された「プレ常識曲リスト」が大きく管絃楽に偏ったことを相殺す
る効果が期待出来る。
　この「提案2」が、本論における一応の結論となる。
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・3-2　考察
　― テーマ講義に関して ―
　結論として前項にリストを示したが、通常なら結論の前に置く考察を敢えて後書き代わ
りに添えたい。
　本研究に着手する際、一つの仮定として「音大生はクラシックを聴かない」としたのだが、
必ずしも聴かないわけではない、と言うことを提唱しておきたい。
　テーマ講義は「自由科目」に属し、履修に学年やそれまでに取得する科目などの履修制
限はない。一般の大学とは異なり、専門科目が多い音楽大学では、卒業に必要な単位を満
たすために自由に履修できる科目が限られることが多く、それを払拭するためにⅠ～Ⅷの
数字を付して講義担当者に自由に講義テーマを設定することを許している。つまりこの科
目を履修する学生は、まず一年生が空き時間の有効利用として、次に卒業単位が不足した
上級生（多くは三、四年生）が“単位ほしさに”、という予測が立つ。ポジティブに、講
義内容を見て履修するものは多くないであろうと予想したが故に、第一回から第三回まで
は敢えて「これを音大生に敢えて聴かせるか」という曲のみを用いてハードルの低さを強
く認識させるように心がけた。　
　功を奏したのかもしれないが、履修登録しただけで出席しない「放棄」がほとんど出な
かった。
　逆に言うと、あまりモチベーションの高くない履修者を最後まで引っ張れたことは成果
だと考えている。実際、第一回から第三回までの主に小学校で聴いたはずの曲に関して「聴
いたことはあるが曲はわからない」という反応は非常に多かった。筆者がかなり驚いたの
はスッペ「軽騎兵」など聴いたこともない、という反応であった。音楽の授業ではなく、
運動会や放課の時間にBGMやサウンドスケープ的意味合いで用いられると考えられる曲
を選択したつもりであったため、これはひょっとしたら講義後半では履修者が激減するの
ではと心配した事もあった。
　履修者の反応を各曲ごとにきちんと集計したわけではないので、あくまで授業者として
の見立てに過ぎないが、かなり難曲であろう、聴いたことはないであろう、という曲にも
それなりの反応を示してくれたと感じる。原因の一つは、一曲の紹介時間を短くしたこと
であるが、換言すれば全曲通して聴くことはない、という事でもあり、楽曲紹介系の講義
としては問題を含んでいる。紹介する部分にも楽曲ごとに工夫が必要で、いきなり第一主
題が出るような曲であれば短い紹介時間で済むが、長大な序奏があったりするとそこをス
キップすべきかで悩むことになる。事実、未完成交響曲などは冒頭、第一主題、終結部と
バラバラに紹介している。その一方でチャイコフスキー「悲愴」は第一楽章の冒頭から早
送りせず15分くらい使用している。楽曲によって紹介の仕方が異なっているため、履修者
への印象も異なっていることは間違いない。
 25
名古屋音楽大学研究紀要第39号　柴田　篤志　―19―
　つまり、授業を開講している期間中は、その授業の内容を論文として報告することを考
えていなかった。今となっては残念である。各紹介曲への「反応」をデータ取りしておけば、
「プレ常識曲リスト」はもう少し曲数を絞れたはずだと考える。
　そんな反省点はある一方、素案とは言え百曲（＋十曲）のリストができたことにはそれ
なりの達成感を感じている。知らなければいけない曲、知っていた方が良い曲、という二
つの楽曲群をどのように活用するかは次年度への課題となろう。
　― 音大生の音楽聴取について ―
　末尾ながら、集計しながら気づいた点をいくつか上げておく。
　授業ではピアノ曲をほとんど揚げなかった（全体の10％以下）が、かなり多くのピアノ
曲がリストには採用されている。そのほとんどが「音大生がよく演奏する楽曲」と判断でき、
要は自らの音楽経験に準えてリストを作っていると推測することができる。
　これは歌曲にも同じことが言える。採用数が多くなかったためリストからは選外となっ
ているが、山田耕筰「かやの木山の」、カッチーニ「アマリッリ」、ドナウディ「ああ、愛
する人の」など、主に声楽専攻や副科の声楽でレッスン体験があると思われる曲（もしく
はそうして演奏する友人の歌声に触れた曲）が選ばれている。これは予想できたことだが、
レッスン経験由来で「ブルグミュラー25の優しい練習曲」が多くリストに入ったのは全く
の予想外であった。これは履修者に一年生が多かったこと、ピアノ初学者（初心者ではな
くて）が多く、レッスンでは本当の初歩教材に触れていることが原因であると予想できる。
見方を変えれば、その25の練習曲の中でも認知度が高いのはどの曲なのか（貴婦人の乗馬、
アラベスク、バラード、タランテラ）を示したといえる。ピアノ初学者の教材選定の根拠
がこのリストから読み取れたのは意外であった。
　他方、難曲も多くリスト入りしている。ショパンのエチュード、リストの超絶技巧練習
曲、などである。リスト「死の舞踏」は、サン＝サーンスの交響詩とは別枠でリストに入っ
ており、流石にこの曲を一年生でレッスンしているものがそう多いとは思えない。この曲
などはまさしく「見た経験」「聞いた経験」からリスト入りしたと考えているが、こうな
るとその見聞きした経験がライブなのか、録画録音なのかを知りたくなる。私が知る限り、
学内でこの曲が日常的に聞こえることはないからだ。媒体ごとの聴取経験は今回の調査に
はまったく現れないのだが、予想するのはネット上のデジタル音源による聴取、視聴にな
る。なんとかこれを判別できるような調査方法を案出できないか悩ましいところである。
　ベートーヴェンのソナタは、ピアノ曲の中ではかなり偏って紹介し、その全てが「プレ
常識曲リスト」に入ったが、その反動で「100+10曲リスト」には「ソナタ第28番　田園」
しか入っていない。実はリスト選外にはソナタの第4、5、11、27～32番も採用されてい
たのだが、採用数が少ないので100+10曲リストからは漏れている。特徴的なのは、漏れ
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たソナタはほとんどが採用数1だが一つだけ採用数2だったのが「ソナタ第29番　ハンマー
クラーヴィア」だったこと。採用された唯一曲が田園、選外の第一位がハンマークラヴィ
ア。リストに採用される曲には「表題がある」という特徴が指摘できる。
　これはショパンのエチュードにも言えて、作品10のエチュードの場合リスト入りが3番
別れ、5番黒鍵、12番革命と全て表題付きであり、表題のない1番、4番、9番、10番など
は選外になっている。9番などは最も技術的に平易で演奏経験のある者もいると予想でき
るのだが、採用数は低かった。作品25のエチュードに至っては採用されたのは1番エオリ
アン・ハープ、9番蝶々、11番木枯らし、12番大洋と全て表題付きで、表題なしの他の曲
は一曲もリストに採用されなかった。1番などは「エオリアン・ハープ」という通称を用
いない方が一般的だと考えているが、敢えてその名称を使った者が4採用のうち3であり、
“表題がある”ことが曲の認知に強いバイアスをかけていることがわかる。作品25におい
ては2番が最も平易な曲であるが、これを上げたものはやはりいなかった。
　かくして次年度に向けての課題になるのは、「表題なしの曲」の曲名を如何にして定着
させるか、になる。これは講義を通して気づいたことだが、音響現象としての音楽には一
定の経験を有していても、それを知識体系として記憶に留めるには“記号”が必要になる
のに、音楽大学の学生はその“記号”に重きを置いていない、と言うことである。たとえ
ばバッハの作品であればBWV番号、モーツァルトの作品であればK番号。今回の講義で
トルコ行進曲付きはK.331だ、ということは恐らく認知してくれたとは思うが、あくまで
「その程度」である。
　入門者のための教養授業として構想したテーマ講義ではあるが、リストを作成する作業
の中で見えてきたもう一つの目標は「音楽学的アプローチへのプロローグ」である。筆者
には荷が重いかもしれないが、次年度に向けて新たな方法論を考えてみたい。
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